
38地蔵寺・恩山寺・立江寺（十九番）



　地蔵寺は、徳島自動車道津田ＩＣから車で約二十分、ＪＲ南小松島駅から徒歩六分ほどの小松島市の住宅街の中に位置する。駐車場、トイレも完備されている。弘法大師により開基されたと伝わる真言宗大覚寺派の古刹。國傅山 寳珠院 地蔵寺と称す。本尊は地蔵菩薩であり、地元の人や巡礼者に広く親しまれている。阿波秩父観音霊場第十九番札所、阿波六地蔵霊場第五番札所、新四国まんだら霊場第十番札所でもある。境内には、平方公方の館を移設した本堂や諸堂が建つ伽藍を有し、県南屈指の庭園がある。県指定文化財など多くの寺宝をおさめる。また、往古より天然の名水に恵まれ阿波藩や足利公方に賞賛された浄水「宝寿水」が湧出。春には桜や牡丹、サツキ、夏には睡蓮などが咲き誇り一年を通じて多くの方が訪れる。
地蔵寺から車で約十分、徳島自動車道津田ＩＣから約三十分の場所に恩山寺がある。恩山寺は、四国八十八ヶ所霊場第十八番札所。「摺 (すり)袈裟 (げさ)」のお守りゆかりの寺。大変珍しく、同寺でしか授与されないもの。もともと女人禁制の寺だったが、修業中の弘法大師が自分を訪ねて来た母のために女人解禁の祈願を成就し、母を迎え入れたことから「母養山恩山寺」の山号。母はその後、髪を剃り出家。髪は剃髪所の小堂に納められている。母への恩に応え孝行尽くすことに因み大師の手植えとされるビランジュが山門にある。三樹が合体し一株となり東西十九メートル・南北十八メートルに及ぶ巨木の県指定天然記念物。鱗片になった樹皮が一年に一回変わることからバクチをする者は裸になるという警鐘の木とも呼ばれる。小高い山の中腹に無料駐車場、トイレを併設。坂道を登ると大きな修行大師像が迎えてくれる。本堂は木々に囲まれた静かで落ち着いた空間が拡がる山間の札所。春になると自然公園でもある恩山寺の裏山は桜色に染まり、大勢の観光客や遍路が訪れる。
　恩山寺から車で約十分、徳島自動車道津田ＩＣから車で約三十分、ＪＲ立江駅より徒歩五分の場所に立江寺があり、有料駐車場がある。立江寺は、四国八十八ヶ所霊場第十九番札所。別格本山立江寺。天平十九年（七四七年）、聖武天皇の勅令により光明皇后の安産祈願から建立されたといわれている。古くから「子安の地蔵尊」「立江の地蔵さん」の呼称で親しまれており、今も安産祈願に訪れる人の姿が絶えない。また、四国の総関所として四国八十八ヶ所霊場の根本道場ともいわれ、悪人は先に進めず邪悪な心を裁く関所の寺としても広く知られている。黒髪堂の由来もある。立江駅からも近く、宿坊も併設され護摩業やヨガなど、様々な体験ができる。年間を通じて初会式、植木市、マルシェ、寺市など市民の集える多彩なイベントに多くの人が訪れる。立江寺境内には数多くの文学碑が建立されており、ゆっくりと鑑賞を楽しめる。
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